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⑴
永
年
勤
続
功
労
役
員
表
彰

齋

藤

博

紀

㈱
斎
藤
農
機
製
作
所

⑵
会
員
増
強
運
動
功
労
者
表
彰

伊

藤

功

㈱
酒
田
港
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
セ
ン
タ
ー

阿

部

孝

志

阿
部
建
設
㈱

横

山

恵
美
子

大
同
生
命
保
険
㈱

⑶
会
員
増
強
目
標
達
成
地
区
表
彰

北
部
地
区

小

名

守

㈱
新
和

八
幡
地
区

阿

部

孝

志

阿
部
建
設
㈱

⑷
研
修
会
等
事
業
推
進
者
表
彰

荒

井

誠

二

テ
ッ
ク
両
羽
㈱

佐

藤

凌

也

丸
本
器
械
㈱

梅

津

正

広

㈲
あ
け
ぼ
の
運
輸

⑸
特
別
功
労
表
彰

大

瀧

健

二

㈲
木
村
屋

滝

井

宗

一

㈱
滝
井
商
店

秋

山

伊
佐
雄

酒
田
天
然
ガ
ス
㈱

⑹
感
謝
状
贈
呈

大

井

誠
一
郎

大
井
建
設
㈱

五
十
嵐

亮

日
新
開
発
㈱

主
催
者
挨
拶
で
前
田
会
長
は
、
今
総

会
を
最
後
に
退
任
す
る
こ
と
を
表
明
し
、

10
期
20
年
に
わ
た
り
会
長
職
を
継
続
、

全
国
的
に
見
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
70

％
以
上
の
数
字
を
継
続
で
き
た
の
は
、

会
員
の
皆
様
か
ら
絶
大
な
ご
支
援
の
賜

物
と
感
謝
し
、
法
人
会
の
発
展
の
た
め

会
員
の
協
力
と
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

総
会
開
催
に
当
た
り
、
議
案
書
と
関

係
書
類
を
全
会
員
に
配
布
し
、
出
席
要

請
し
た
結
果
、
当
日
出
席
が
１
０
０
名
、

議
決
権
行
使
書
提
出
１
４
１
名
、
委
任

状
提
出
４
１
７
名
と
な
り
、
定
款
で
定

め
る
総
会
成
立
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
、
定
刻
ど
お
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
行
わ
れ
た
平
成
30

年
度
功
労
者
表
彰
式
で
、
永
年
勤
続
功

労
役
員
、
会
員
増
強
に
尽
力
さ
れ
た
地

区
役
員
、
目
標
達
成
地
区
、
研
修
会
等

の
事
業
に
積
極
的
に
参
加
頂
い
た
会
員

企
業
、
今
回
退
職
す
る
副
会
長
な
ど
12

名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
ほ
か
、

今
回
退
任
す
る
理
事
と
監
事
の
２
名
の

方
が
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
30
年
度
の
事
業
報

告
と
収
支
決
算
の
説
明
が
あ
り
、
監
査

報
告
の
後
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、

第
２
号
議
案
の
役
員
改
選
に
つ
い
て
も

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
を
も
っ
て
役
員
が
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
役
員
改
選
の
投
票

が
行
わ
れ
、
39
名
の
理
事
と
２
名
の
監

事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
理

事
会
で
池
田
求
会
長
が
新
任
さ
れ
、
１

名
の
副
会
長
が
重
任
し
、
新
た
に
副
会

長
４
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細

は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
記
念
講

演
会
で
は
、
筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
遠

藤

誉
氏
か
ら
、
約
１
５
０
名
の
聴
衆

を
前
に
、
熱
く
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

挨拶する 前田 会長

第
８
回
通
常
総
会
が
５
月
23
日
㈭
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒
田
で
開
催
さ
れ
、
役

員
改
選
を
含
め
、
す
べ
て
の
案
件
が
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。





〜
役
員
新
体
制
決
ま
る
〜

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
（
敬
称
略
）

公
益
社
団
法
人
酒
田
法
人
会

�
�
�
�
�
�
�

第
８
回
通
常
総
会
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基

本

方

針

税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高

揚
に
努
め
、
公
益
性
の
高
い
社
会
貢

献
事
業
を
推
進
し
、
税
制
・
税
務
に

関
す
る
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
会

員
の
積
極
的
な
自
己
啓
発
を
支
援
し
、

組
織
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
会

員
増
強
に
努
め
、
加
え
て
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

事
業
承
継
を
は
じ
め
企
業
経
営
の
安

定
に
資
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

公
１
の
事
業

適
正
で
公
平
な
申
告
納
税
制
度
の

維
持
発
展
を
図
る
た
め
に
、
会
員
以

外
の
企
業
も
含
め
て
税
法
・
税
務
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
、
同
時
に

税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た

め
に
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

活
用
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

税
制
改
正
に
関
す
る
活
動
は
、
税

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

法
人
会
の
主
た
る
活
動
で
あ
り
、
適

切
な
対
応
を
図
る
た
め
、
税
務
署
等

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
説
明

会
等
を
開
催
す
る
こ
と
に
加
え
、
全

法
連
に
よ
る
国
会
・
政
党
に
対
す
る

税
制
改
正
提
言
活
動
と
連
動
し
、
当

会
で
も
地
元
自
治
体
と
議
会
に
提
言

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

租
税
教
育
事
業
と
し
て
、
小
学
生

か
ら
、
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
出
前
租

税
教
室
を
、
酒
田
市
無
形
民
俗
文
化

財
「
庄
内
出
羽
人
形
芝
居
」
の
津
盛

氏
と
連
携
し
て
泉
小
、
十
坂
小
、
鳥

海
小
、
遊
佐
小
の
４
校
で
実
施
し
ま

す
。
併
せ
て
、
租
税
教
室
実
施
校
の

６
年
生
に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
応
募
を
依
頼
し

ま
す
。
優
秀
作
品
は
、
確
定
申
告
の

期
間
中
に
申
告
会
場
と
市
役
所
に
展

示
し
て
市
民
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

ポ
ス
タ
ー
に
し
て
事
業
の
時
な
ど
に

掲
示
し
ま
す
。

公

２
の
事
業

地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
、

社
会
の
健
全
な
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
広
く
一
般
の
企
業
や

住
民
を
対
象
に
し
て
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
多
彩
な
社
会
貢
献
活
動
を

実
施
し
ま
す
。「
通
常
総
会
記
念
講

演
会
」、「
税
を
考
え
る
週
間
」
記
念

事
業
、「
新
春
の
集
い
」
新
春
講
演

会
な
ど
、
地
域
に
定
着
し
た
公
開
講

演
と
し
て
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
原

則
公
開
講
座
と
し
て
開
催
し
、
地
域

企
業
と
地
域
社
会
の
発
展
に
努
め
ま

す
。こ

う
し
た
公
１
と
公
２
の
事
業
を

実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
益
社

団
法
人
に
課
さ
れ
て
い
る
公
益
目
的

事
業
比
率
な
ど
、
三
つ
の
基
準
を
満

た
す
こ
と
に
配
慮
し
た
運
営
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

交
流
事
業
等

会
員
企
業
や
従
業
員
の
福
利
厚
生

制
度
と
し
て
、
大
同
生
命
保
険
㈱
、

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱
、
ア
フ
ラ
ッ
ク

生
命
保
険
㈱
の
保
険
三
社
と
連
携
し

て
、
会
員
企
業
に
情
報
提
供
、
普
及

に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

税
に
関
す
る
書
籍
の
販
売
を
す
る

【
収
１
】
事
業
や
会
員
相
互
の
親
睦

交
流
を
図
る
【
他
１
】
事
業
も
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。
ゴ
ル
フ
大
会
や

麻
雀
大
会
な
ど
の
事
業
も
計
画
予
定

で
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

組
織
強
化
と
活
発
な
活
動
を
継
続

す
る
た
め
に
は
組
織
の
強
化
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
全
国
的
に
も
会
員
数
が

減
少
す
る
中
、
当
地
域
に
お
い
て
も

稼
働
法
人
の
減
少
傾
向
も
重
な
り
、

同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
理

事
会
、
地
区
役
員
会
を
中
心
に
会
員

拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
も
繋
が
り
を
駆
使
し

て
頂
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

第
８
回
通
常
総
会
で
報
告
さ
れ
た

「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
」
は
２
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
平

成
30
年
度
第
３
回
理
事
会
で
承
認
を

受
け
て
報
告
し
た
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�

令
和
元
年
度

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

事
業
活
動
方
針
に
つ
い
て

●
来
賓
挨
拶
●

山
形
県
庄
内
総
合
支
庁

企
画
総
務
部
長

沼

沢

弘

幸

様

酒
田
税
務
署
長

前

山

静

夫

様
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【
米
国
の
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
に
対
す
る
禁
輸
措
置
】

お
と
と
い
の
５
月
21
日
、
フ
ァ
ー

ウ
ェ
イ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
声
明
を
出
し
た
。

こ
の
日
が
来
る
と
わ
か
っ
て
い
た
の

で
、
準
備
し
ア
メ
リ
カ
の
最
高
品
質

と
同
レ
ベ
ル
の
半
導
体
を
作
る
技
術

を
既
に
持
っ
て
い
た
。
自
社
で
作
れ

ば
コ
ス
ト
が
非
常
に
安
く
済
む
の
に

ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
の
は
、
ア

メ
リ
カ
と
経
済
関
係
が
深
ま
れ
ば
、

戦
争
に
な
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
だ

と
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
も
う
フ
ァ

ー
ウ
ェ
イ
は
お
し
ま
い
だ
と
言
っ
て

い
る
が
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。

【
米
中
貿
易
戦
争
】

ア
メ
リ
カ
の
要
求
は
、
知
的
財
産

権
の
保
護
、
技
術
移
転
の
強
制
禁
止
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
禁
止
、
国
有
企
業

の
補
助
金
の
是
正
な
ど
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
、
中
国
が
合
意
寸
前
で
撤

回
し
た
の
が
許
せ
な
い
と
追
加
関
税

を
発
表
し
た
。

中
国
は
、
合
意
を
ひ
っ
く
り
返
し

た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
方
だ
と
反
論
。

【
中
国
の
主
張
】

中
国
は
次
の
３
点
を
主
張
。
①
米

中
貿
易
摩
擦
の
発
端
は
米
国
に
あ
る

か
ら
追
加
関
税
を
全
部
撤
回
し
ろ
と
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
イ
エ
ス
と
言
う

は
ず
が
な
い
。
②
合
意
し
た
輸
入
拡

大
数
値
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
。

一
旦
合
意
し
た
の
に
、
ア
メ
リ
カ
が

更
な
る
要
求
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。

③
中
国
が
法
整
備
し
、
そ
れ
を
守
っ

て
い
る
か
ア
メ
リ
カ
が
ず
っ
と
監
視

し
続
け
る
と
い
う
の
は
、
中
国
の
尊

厳
を
傷
つ
け
る
も
の
。
ア
メ
リ
カ
は

ハ
イ
テ
ク
産
業
を
中
止
し
ろ
と
言
っ

て
い
る
が
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
は
「
中

国
製
造
２
０
２
５
」
で
国
家
運
命
が

か
か
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
絶
対

譲
ら
な
い
。

３
つ
の
対
立
点
を
見
る
と
、
妥
協

点
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。

【
中
国
の
今
後
の
動
向
】

①
２
０
１
９
年
第
一
四
半
期
の
輸

出
入
総
額
が
９
・
５
１
兆
元
、
前
期

比
４
・
３
％
増
。
ア
メ
リ
カ
の
圧
力

を
考
え
れ
ば
、
悪
く
な
い
数
字
。
更

に
特
徴
的
な
の
は
貿
易
相
手
国
が
多

元
化
し
て
い
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ

抜
き
で
も
や
っ
て
い
け
る
と
中
国
は

言
っ
て
い
る
。
②
Ａ
Ｉ
な
ど
の
ス
マ

ー
ト
化
が
中
国
全
土
で
爆
発
的
に
躍

進
、
ネ
ッ
ト
利
用
率
が
前
年
度
比
１

３
６
・
１
％
増
。
既
に
ハ
イ
テ
ク
産

業
大
国
と
言
え
る
。
③
２
０
３
０
年

に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模
で
中
国
が
ア
メ
リ

カ
を
追
い
抜
く
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
そ
の
他

の
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
。
中
国
は
早

く
か
ら
米
中
貿
易
戦
争
の
準
備
を
し
、

一
帯
一
路
の
他
、
ア
フ
リ
カ
53
か
国

と
ア
フ
リ
カ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
＋
22
、
発
展
途
上
国
77
＋
チ

ャ
イ
ナ
な
ど
の
枠
組
を
作
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
パ
リ
協
定
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
イ
ラ
ン
核
合
意
か
ら
脱
退

な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
際
秩
序
を

守
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
脱
退
し

て
い
る
。

【
世
界
の
二
極
化
】

こ
の
ま
ま
で
は
世
界
の
二
極
化
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
１
は
、
中
国
か
ら
企
業

や
資
本
が
引
き
揚
げ
て
中
国
経
済
が

干
上
が
る
と
い
う
も
の
。
経
済
が
干

上
が
れ
ば
、
当
然
一
党
支
配
体
制
は

崩
壊
す
る
。
言
論
弾
圧
だ
け
は
私
は

絶
対
許
さ
な
い
。
中
国
国
共
内
戦
の

時
に
、
私
が
生
ま
れ
た
満
州
国
の
新

京
、
現
在
の
長
春
が
食
糧
封
鎖
さ
れ
、

50
万
人
が
餓
死
し
、
私
の
家
族
も
犠

牲
に
な
っ
た
。
色
々
な
逃
避
行
が
あ

り
、
恐
怖
の
あ
ま
り
記
憶
を
喪
失
す

る
経
験
も
し
、
や
っ
と
日
本
に
帰
国

で
き
た
。
生
き
延
び
た
過
程
を
「
チ

ャ
ー
ズ
」
と
い
う
本
に
書
き
、
中
国

で
出
版
し
た
い
と
思
い
中
国
語
に
翻

訳
し
て
待
つ
こ
と
30
数
年
、
い
つ
か

は
言
論
の
自
由
が
来
る
、
中
国
を
信

じ
よ
う
と
待
ち
続
け
た
が
、
民
主
化

は
つ
い
に
来
な
い
。
言
論
弾
圧
す
る

国
が
全
世
界
を
支
配
す
る
こ
と
が
ど

ん
な
に
恐
ろ
し
い
こ
と
か
、
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
78
歳
に
な
る
今
日
ま

で
命
が
け
で
本
を
書
き
、
講
演
を
し

て
き
た
。
だ
か
ら
中
国
の
一
党
支
配

体
制
が
崩
壊
す
る
な
ら
大
賛
成
。

厄
介
な
の
は
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
２
。
中
国

が
ア
メ
リ
カ
を
無
視
し
、
世
界
が
米

国
と
中
国
の
二
極
に
分
か
れ
、
グ
ロ

ー
バ
ル
経
済
が
中
国
を
中
心
に
回
り
、

ア
メ
リ
カ
が
孤
立
す
る
。

そ
の
時
、
日
本
は
ど
ち
ら
の
側
に

立
つ
の
か
。
大
変
な
岐
路
に
い
る
。

【
中
国
製
造
２
０
２
５
】

発
端
は
、
２
０
１
９
年
に
尖
閣
諸

島
の
国
有
化
を
巡
り
若
者
達
が
反
日

暴
動
を
や
っ
た
が
、
呼
び
掛
け
た
ス

マ
ホ
の
中
の
キ
ー
パ
ー
ツ
が
日
本
製

だ
と
気
付
き
、
こ
ん
な
屈
辱
を
与
え

た
の
は
中
国
政
府
だ
と
、
批
判
の
矛

先
が
中
国
政
府
に
向
か
っ
た
。
胡
錦

濤
政
権
は
徹
底
弾
圧
し
、
習
近
平
に

政
権
を
渡
し
た
。
習
近
平
は
偉
大
な

復
興
、
中
国
の
夢
と
し
て
、
ハ
イ
テ

ク
産
業
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る
と

打
ち
出
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
中
国

製
造
２
０
２
５
」。
２
０
２
５
年
ま

で
半
導
体
の
70
％
を
国
産
、
49
年
ま

で
に
米
国
を
凌
駕
す
る
と
。
中
国
は

今
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
物
凄
い
勢

い
で
進
ん
で
い
る
。

｢中国製造2025」の衝撃
習近平はいま何を目論んでいるのか

講師は1941年中国生まれ。中国革
命戦を経験し1953年に帰国。中国社
会科学院社会学研究所教授などを歴
任。著書に『習近平vsトランプ 世
界を制するのは誰か』『毛沢東 日
本軍と共謀した男』など多数。米中
貿易戦争の真相、中国の現状と今後
について豊富な実例をあげて解説し
ていただきました。

第８回 通常総会 記念講演会

筑波大学名誉教授 遠 藤 誉 氏
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令和元・２年度 役員体制
① 本部役員（理事・監事）
役 職 氏 名 法 人 名
会 長 池 田 求 ㈱ 千 代 田
副 会 長 齋 藤 英 輔 フ ジ ク ラ 産 業 ㈱
〃 斉 藤 透 荘 内 証 券 ㈱
〃 児 玉 健 一 ㈱ エ コ ー
〃 尾 沼 馨 和 光 食 材 ㈱
〃 林 浩一郎 林 建 設 工 業 ㈱

理 事 上 林 直 樹 ㈱ 上 林 鉄 工 所
〃 和 島 公 せ ん じ ん 商 事 ㈱
〃 畠 中 昭 治 日 之 出 石 油 ㈱
〃 阿 部 孝 志 阿 部 建 設 ㈱
〃 加 藤 聡 加 藤 総 業 ㈱
〃 大 場 弥 市 大 場 建 設 ㈱
〃 井 上 義 裕 ㈱ 新 和 設 備
〃 池 田 健 一 ㈱ ふ と ん の 池 田
〃 齋 藤 博 紀 ㈱斎藤農機製作所
〃 川 口 千 晴 ㈱ み な と
〃 庄 司 茂 正 庄 司 建 設 工 業 ㈱
〃 佐 藤 剛 宏 菊 勇 ㈱
〃 渡 部 佐 界 庄 内 園 芸 緑 化 ㈱
〃 西 村 修 仮 設 機 材 工 業 ㈱
〃 大 谷 正 樹 ㈱ 大 谷 事 務 機
〃 髙 橋 芳 彦 酒田共同火力発電㈱
〃 青 山 武 環 清 工 業 ㈱
〃 池 田 新 松 山 観 光 バ ス ㈱
〃 佐々木 聖 子 ㈱サカタマツダ自動車
〃 池 田 順 一 ㈲池田労務行政事務所
〃 岡 部 博 Ｊ Ａ 庄 内 み ど り
〃 菅 原 靖 ㈱ 菅 原 工 務 所
〃 斉 藤 淳 ㈱ 斉 藤 工 業 所
〃 佐 藤 幸 美 ㈲ 仏 壇 の 佐 藤
〃 小 名 守 ㈱ 新 和
〃 芝 田 修 酒 田 天 然 ガ ス ㈱
〃 工 藤 敦 ㈱ 平 田 牧 場
〃 阿 部 敏 則 有 輝 電 気 ㈲
〃 齋 藤 理一朗 ㈱ 日 本 海 防 災
〃 前 田 英 樹 クリーンサービス㈱
〃 佐 藤 達 也 ㈱庄内エコポリス
〃 大 井 慎一郎 大 井 建 設 ㈱
〃 前 田 直 己 前 田 製 管 ㈱

監 事 高 橋 竹 夫 ㈱ タ カ ハ シ 会 計
〃 伊 藤 功 ㈱酒田港リサイクル産業センター

委員会 氏 名 役 職・所 属

組

織

委

員

会

◎ 斉 藤 透 副 会 長
○ 小 名 守 (北 部）理 事

佐々木 聖 子 (駅 東）理 事
菊 池 恒 夫 (中 央 上）地区長
阿 部 敏 則 (中 央 下）理 事
菅 原 靖 (東 部）理 事
斉 藤 淳 (南 部）理 事
尾 沼 馨 (河 南）副会長
庄 司 茂 正 (遊 佐）理 事
阿 部 孝 志 (八幡・松山・平田)理事

税
制
委
員
会

◎ 林 浩一郎 副 会 長
○ 上 林 直 樹 理 事

池 田 順 一 理 事
大 井 慎一郎 理 事
鈴 木 啓一郎 三 水 会

総
務
委
員
会

◎ 齋 藤 英 輔 副 会 長
○ 井 上 義 裕 理 事

佐 藤 憲 二 青年部会ＯＢ
齊 藤 薫 青年部会ＯＢ
小野木 聡 美 女 性 部 会
齊 藤 修 一 三 水 会

広
報
委
員
会

◎ 児 玉 健 一 副 会 長
○ 杉 山 道 弘 青 年 部 会

齋 藤 理一朗 理 事
上 林 え り 青年部会ＯＢ
大 川 賢 一 青 年 部 会
野 口 美 保 女 性 部 会

Web
委
員
会

◎ 大 谷 正 樹 理 事
○ 佐 藤 幸 美 理 事

佐 藤 博 信 青 年 部 会
荒 井 修 三 水 会

② 地区役員（◎ 地区長 ○ 副地区長）
地 区 氏 名 役 職・法 人 名
北部 ◎ 小 名 守 理 事

○ 大 場 弥 市 理 事
駅東 ◎ 佐々木 聖 子 理 事

○ 池 田 順 一 理 事
中央上◎ 菊 地 恒 夫 ㈲ 菊 池 菓 子 舗

○ 斉 藤 透 副 会 長

地 区 氏 名 役 職・法 人 名
中央下◎ 阿 部 敏 則 理 事

○ 荒 木 照 夫 ㈲ 荒 木 米 穀 店
東部 ◎ 菅 原 靖 理 事

○ 金 内 勝 彦 ㈱キャドウイング
南部 ◎ 斉 藤 淳 理 事

○ 梅 田 光 隆 ㈲梅田食品製造本舗
河南 ◎ 尾 沼 馨 副 会 長

○ 阿 部 健太郎 ㈱ 太 洋 設 備 工 業
遊佐 ◎ 庄 司 茂 正 理 事

○ 本 間 知 広 ㈲ ほ ん ま
○ 須 藤 義 孝 ㈲ ユ ザ 内 装

八幡 ◎ 阿 部 孝 志 理 事
○ 高 橋 正 幸 八 幡 燃 料 ㈱

松山 ◎ 池 田 新 理 事
○ 渡 邉 辰 雄 ㈱ 辰 ケ 湯 旅 館
○ 後 藤 俊 ㈲ 後 藤 商 店

平田 ◎ 佐 藤 達 也 理 事
○ 小 林 健 車 の み ど り ㈲

③ 委員会委員（◎ 委員長 ○ 副委員長）
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「税を考える週間」（11月11日～17日）
の記念事業を、次の内容で行う予定です。
酒田市出身の活動弁士の佐々木亜希子さ
んによる無声映画鑑賞会を計画しています。
会員の皆様を始めとして、大勢の皆さんか
らお集まり頂き、古くて新しい、活弁付き
無声映画を体験する、楽しいひと時をと企
画しました。

令和元年度
「税を考える週間」記念事業

 

 



















































































第
６
回
総
会
を
最
後
に
退
任
さ
れ
た
、
弦
巻

伸
副
会
長
と
高
橋
幸
雄

理
事
に
、
当
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
、
前
田
会
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

弦
巻
氏
は
、
23
年
間
に
渡
り
、
理
事
、
副
会
長
を
務
め
ら
れ
、
髙
橋
氏
は
、

14
年
間
に
渡
り
、
理
事
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈

任期満了による役員改選が行われ、退任した前田直己会長
の後任に、池田求理事が就任し、退任した大瀧健二、滝井宗
一、秋山伊佐雄の各副会長の後任に、斉藤透、児玉健一、尾
沼馨、林浩一郎の各理事が就任、退任した大井誠一郎、齋藤
俊一、石井和廣、後藤昭仁、上林えりの各理事の後任に次の
方々が理事に就任、また、退任された五十嵐亮監事の後任に
は伊藤功監事が就任されました。

新正副会長と新理事、
新監事のご紹介予告

����������������～笑って楽しく～（仮題)

池田 求 氏
㈱千代田

永
年
に
わ
た
る
功
績
に

感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た

斉藤 透 氏
荘内証券㈱

児玉 健一 氏
㈱エコー

尾沼 馨 氏
和光食材㈱

林 浩一郎 氏
林建設工業㈱

弦巻 伸 氏

髙橋 幸雄 氏

活動弁士
佐々木 亜希子さん

��������研修会のお知らせ

パソコンなしでは仕事が始まらない現代、
得意な人でも意外に苦労しているのが、デ
ータの整理ではないでしょうか。
受けたその日から効果が出る整理法を伝
授していただきます。

パソコン整理術

日 時 7月17日㈬ 14時～
会 場 酒田市総合文化センター
受講料 2,000円

���������������インターネットセミナーのご案内

酒田法人会のホームページから人材育成、
政治経済、法律、健康など様々なセミナーを
無料でご覧いただけます。法人会で加入して
いますのでご活用ください。
酒田法人会のホームページからインターネ
ットセミナーを選択､ ログインはこちら を
選択ＩＤは hj1709 パスワードは 4772

小名 守 氏
㈱新和

芝田 修 氏
酒田天然ガス㈱

工藤 敦 氏
㈱平田牧場

阿部 敏則 氏
有輝電気㈲

齋藤理一朗 氏
㈱日本海防災

前田 英樹 氏
クリーンサービス㈱

佐藤 達也 氏
㈱庄内エコポリス

大井慎一郎 氏
大井建設㈱

伊藤 功 氏
㈱酒田港リサイクル産業センター

開催日 11月13日㈬
午後 6時30分 開演

会場 酒田市民会館
希望ホール

案内 9月以降
(ポスター・チラシ等にて)

講師 大谷 更生
(おおたに こうせい)

大谷更生総合研究所合同会社
代表社員
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法
人
会
研
修
部
会
（
三
水
会
）
は
、
主
に

経
営
管
理
・
税
務
の
諸
問
題
を
研
究
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
た
部
会
で
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
テ
ー
マ
を
絞
り
、
毎

月
専
門
の
講
師
よ
り
ご
講
義
を
賜
り
、
会
員

の
幅
広
い
知
識
を
醸
成
す
る
事
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
と
な
る
今
年
度
は
、
10
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
の
増
税
や
軽
減
税

率
の
導
入
、
働
き
方
改
革
法
の
本
格
的
な
施

行
な
ど
、
例
年
以
上
に
法
人
会
の
会
員
企
業

が
行
う
べ
き
社
内
の
整
備
が
多
く
な
り
ま
す
。

私
達
研
修
部
会
は
、
毎
月
行
う
研
修
会
で

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
内
部
か
ら
会
社

を
支
え
発
展
さ
せ
て
い
け
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
、
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
役
員
の
改
選
に
あ
た
り
、
新
役

員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

部
会
長

荒
井

修

副
部
会
長

土
井

淳

幹

事

鍋
倉

徹
、
池
田

順
一

池
田

信
也
、
鈴
木
啓
一
郎

齋
藤

修
一
、
齋
藤

勇
人

佐
藤
亜
希
子

若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
役
員
の
皆

様
の
お
力
も
お
借
り
し
な
が
ら
、
部
会
長
の

職
務
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

四
月
の
総
会
に
お
い
て
、
新
し
い

年
度
の
事
業
計
画
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
総
会
記
念
講
演
会
と

し
て
、
酒
田
市
出
身
の
歌
手
で
あ
り
、

酒
田
北
前
大
使
の
白
崎
映
美
さ
ん
か

ら
、
一
度
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
直

し
た
、
酒
田
の
街
、
人
の
素
晴
ら
し

さ
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
い
つ
も
の
風
景
や
食
べ
物
、
人
々

の
繋
が
り
が
故
郷
の
宝
だ
と
気
づ
か
さ
れ
、

改
め
て
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

今
年
も
健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
課
外

研
修
、
そ
し
て
租
税
教
室
と
事
業
を
展
開

し
て
参
り
ま
す
。

課
外
研
修
と
し
ま
し
て
は
、
九
月
に
米

沢
法
人
会
女
性
部
会
と
の
交
流
の
場
を
設

け
た
、
米
沢
の
歴
史
や
特
産
品
を
学
ぶ
ツ

ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
県
内
に
は
素

晴
ら
し
い
特
産
品
が
あ
り
、
買
い
物
も
ひ

と
つ
の
楽
し
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
世

間
的
に
は
増
税
を
見
据
え
て
消
費
が
減
る

傾
向
に
あ
る
中
、
女
性
が
率
先
し
て
経
済

効
果
を
高
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
の
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

青
年
部
会
と
共
に
出
羽
人
形
芝
居
を
通
し

て
の
出
前
租
税
教
室
を
各
小
学
校
で
展
開

し
て
い
き
、
子
供
達
に
税
金
の
意
味
や
重

要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
毎
年
の
事
と
は

い
え
、
丁
寧
に
し
っ
か
り
と
活
動
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

女
性
部
会
は
、
今
の
役
員
体
制
に
な
り
、

二
期
目
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
が
、

楽
し
く
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
お

も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
活
動
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女
性
部
会
の
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

部
会
長

佐
藤

幸
美

副
部
会
長

野
口

美
保

小
野
木
聡
美

幹

事

佐
々
木
聖
子

齋
藤

幸
子

総
会
で
は
ご
承
認
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
令
和
元
年

と
言
う
節
目
の
年
に
、
青
年
部
会
長

を
仰
せ
つ
か
り
光
栄
に
思
い
ま
す
。

総
会
後
の
卒
業
式
で
は
、
今
回
４

名
の
方
が
ご
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
長

く
会
を
牽
引
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
し
、
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
会
員

数
68
名
で
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
前

年
が
66
名
で
し
た
の
で
、
全
法
連
よ
り
、

３
年
連
続
と
な
り
ま
す
純
増
賞
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
６
名
と
多
く

の
メ
ン
バ
ー
が
ご
卒
業
さ
れ
ま
す
。
活
気

あ
る
会
を
保
つ
た
め
に
も
、
特
に
会
員
拡

大
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
青
年
部
会

全
員
で
の
会
員
拡
大
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
年
度
も
会
員
数
が
純
増
と

な
り
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

外
部
へ
向
け
て
は
、
出
前
租
税
教
室
を

例
年
同
様
に
各
小
学
校
で
開
催
い
た
し
ま

す
。
子
供
達
の
笑
顔
に
触
れ
合
え
る
、
個

人
的
に
も
好
き
な
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

開
催
に
お
い
て
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
女
性
部
会
と
の
連
携
を

密
に
し
、
円
滑
な
運
営
を
行
い
ま
す
。

内
部
へ
向
け
て
は
、
情
報
の
提
供
や
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
ま
た
、
会
員
交
流
の
場

を
設
け
、
情
報
交
換
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
促
進
な
ど
、
皆
様
に
と
っ
て
有
用

な
会
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。
至
ら
な
い

点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
役
員
の
皆

様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
職
務
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
２
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐藤 幸美
女性部会長

�
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女
性
部
会

齋藤理一朗
青年部会長

荒井 修
研修部会長

�
�
�
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研
修
部
会��

�
�
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(三
水
会
)

�
�
�
�

青
年
部
会

令和元年度 ３部会

酒田法人会の事業の推進に当たり、中心組織である「青年部会」「女性部会」「研修部会
（三水会）」の第８回通常総会が、親会に先立ち４月にそれぞれ開催されました。

青年部会 ４月18日㈭ 18：30～ 日新開発ビル
女性部会 ４月12日㈮ 10：30～ ホテルリッチ＆ガーデン酒田
研修部会 ４月17日㈬ 12：45～ ベルナール酒田

新入生の皆さん

第８回 通常総会が開催されました第８回 通常総会が開催されました第８回 通常総会が開催されました


